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市
内
で
活
動
を
希
望
す
る
才
能
あ
る

若
手
音
楽
家
の
育
成
と
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
気
軽
に
音
楽
に
親
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
し
た
演
奏
会
で
す
。
演

奏
は
ピ
ア
ノ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
フ
ル

ー
ト
、
声
楽
、
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
、
マ
ン

ド
リ
ン
と
多
岐
に
渡
り
ま
す
。
こ
の
演

奏
会
は
、
12
月
に
予
定
し
て
い
る
コ
ン

サ
ー
ト
の
出
演
者
の
選
考
を
兼
ね
て
い

ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
が
整
理
券
が

東
京
音
楽
大
学
教
授
の
井
上
将
興
さ

ん
が
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
を
務
め
る
弦

楽
合
奏
団「
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
藝
弦
」の
コ
ン

サ
ー
ト
。小
夜
曲（
セ
レ
ナ
ー
デ
）の
名

曲
、チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
弦
楽
セ
レ
ナ

ー
デ
」
を
メ
ー
ン
に
演
奏
し
ま
す
。
秋
の

始
ま
り
の
予
感
が
漂
う
夕
べ
、
弦
楽
器

が
奏
で
る
調
べ
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

●
場
所　

み
ら
い
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

●
チ
ケ
ッ
ト
代　

１
枚
１
０
０
０
円

●
チ
ケ
ッ
ト
発
売　

7
月
13
日
（
金
）

必
要
で
す
。

●
場
所　

み
ら
い
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
定
員　

１
６
０
人
（
先
着
順
）

●
入
場
整
理
券　

7
月
8
日（
日
）～
20

日（
金
）の
開
館
時
間
内
に
、
み
ら
い

窓
口
で
受
け
取
る
か
、
電
話
で
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い
。（
１
人
４
枚
ま
で
）

～
8
月
29
日
（
水
）
の
開
館
時
間
内

に
、み
ら
い
窓
口
で
販
売
し
ま
す（
全

席
指
定
）。
電
話
予
約
も
可
能
で
す
。

藝
弦
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

本
公
演
前
に
無
料
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

8
月
29
日（
水
）　

▽
１
回
目

午
後
3
時
～ 

▽
2
回
目 

午
後
7
時
～

（
各
回
45
分
程
度
）

申
問
穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

　
（
81･

３
１
１
１ 
82･
０
９
６
６
）

　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー 

み
ら
い

あ
づ
み
の
新
進
音
楽
家
演
奏
会

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
藝げ

い
げ
ん弦
コ
ン
サ
ー
ト

7/22㈰
開演：13：30～

（約２時間30分）

開演：19：00～
（約２時間）

安曇野ゆかりの芸術家②　等々力巳吉展
穂高柏原出身の等

と ど

々力
りき

巳
み

吉
よし

は、昭和初期に絵画の勉強のためパリへ渡りました。帰
国後は中央画壇で活躍し、戦時中は従軍画家として活動したことで知られています。こ
の優れた洋画家等々力の独特な風景や人物を描写した油彩画、水彩画、デッサンなどを
ご鑑賞ください。入場は無料です。
●期間　7 月 7 日（土）～ 8 月 5 日（日）9：00 ～ 18：00
　休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）
●場所　きぼう多目的交流ホール
問豊科交流学習センターきぼう（471･4033 673･1802）等々力巳吉の自画像

豊科交流学習センター きぼう

9/1㈯
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電
力
の
3
割
以
上
は
家
庭
で
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特

に
電
力
消
費
量
が
多
い
の
は
、

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、
照
明
、
テ
レ
ビ

の
4
つ
で
す
。（
下
図
）
こ
れ
ら
を
は

じ
め
と
す
る
家
電
製
品
を
上
手
に
使
う

こ
と
で
、
効
果
的
に
節
電
や
省
エ
ネ
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
ま
め
に
ス
イ
ッ
チ
オ
フ
！

エ
ア
コ
ン　

タ
イ
マ
ー
を
使
い
こ
ま
め

に
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
、
外
出
す
る
場
合

は
直
前
で
な
く
早
め
に
ス
イ
ッ
チ
を
切

る
、
長
時
間
使
わ
な
い
時
は
プ
ラ
グ
を

抜
く
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。
室
外
機
の
周

り
も
整
頓
し
、
フ
ィ
ル
タ
ー
は
こ
ま
め

に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

冷
蔵
庫　

庫
内
を
冷
や
し
す
ぎ
る
と
無

駄
な
電
力
を
消
費
す
る
の
で
設
定
は
適

　

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
か
ら
の
情
報
を
基

に
、
ご
夫
婦
で
節
電
に
取
り
組
ん
で
い
る
西

垣
恭
子
さ
ん
（
豊
科
）
に
、
ご
自
宅
の
節
電

に
つ
い
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
「
熱
中
症
な
ど
に
気
を
付
け
て
、
無
理
の

な
い
範
囲
で
節
電
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
話

す
中
部
電
力
安
曇
野
営
業
所
の
担
当
者
に
、

こ
の
夏
の
節
電
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

こ
で
我
が
家
で
は
、
冷
蔵
庫
の
扉
に
レ

シ
ー
ト
を
貼
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
す
る

こ
と
で
庫
内
に
何
が
ど
の
あ
た
り
に
入

っ
て
い
る
か
が
分
か
り
、
短
時
間
に
品

物
を
す
ぐ
に
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
レ
シ
ー
ト
貼
り
は
簡
単
な
方
法
で

す
が
、
手
間
を
掛
け
ず
在
庫
管
理
が
上

手
に
で
き
、
開
き
時
間
の
短
縮
に
効
果

が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
魔
法
瓶
も
大
い
に
活
躍
し
て

く
れ
ま
す
。
魔
法
瓶
は
お
湯
の
保
温
が

主
に
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
冷
水
の

保
冷
に
も
有
効
で
す
。
冷
水
、
冷
た
い

飲
料
は
魔
法
瓶
に
入
れ
て
お
い
て
飲
む

よ
う
に
す
れ
ば
、
冷
や
す
電
力
は
変
わ

り
ま
せ
ん
、
い
ち
い
ち
取
り
出
す
た
め

の
扉
の
開
閉
が
な
く
な
り
、
冷
気
の
漏

れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、

熱
湯
と
異
な
り
冷
水
に
は
滅
菌
作
用
が

な
い
の
で
、
こ
ま
め
な
瓶
の
洗
浄
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
長
時
間
に
お

よ
ぶ
保
存
は
避
け
る
な
ど
の
配
慮
も
求

め
ら
れ
ま
す
。

ら
げ
る
の
も
効
果
的
で
す
。

ま
た
、冷
蔵
庫
の
設
定
温
度
は
、「
強
」

か
ら
「
中
」
に
調
節
す
る
な
ど
、
扉
を

開
け
る
時
間
と
回
数
は
少
な
め
に
し
、

食
品
を
詰
め
込
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。
な
お
、
過
度

な
節
電
に
よ
り
熱
中
症
に
か
か
る
な

ど
、
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
に
は
、
誠
に
ご

不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

温
に
。
ま
た
、
扉
の
開
閉
回
数
が
多
く

な
れ
ば
、
そ
の
分
、
温
度
を
保
と
う
と

し
て
電
力
を
消
費
し
ま
す
。
開
閉
回
数

は
少
な
く
短
く
し
ま
し
ょ
う
。
庫
内
に

食
べ
物
を
入
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
、

熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら
入
れ
ま
し

ょ
う
。

照
明　

人
の
い
な
い
部
屋
や
廊
下
は
こ

ま
め
に
消
灯
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
照

明
の
間
引
き
や
照
度
の
調
整
を
し
て
、

必
要
最
小
限
の
明
か
り
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。

テ
レ
ビ　

テ
レ
ビ
を
見
て
い
な
い
時
は

こ
ま
め
に
消
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
長

時
間
見
な
い
時
は
主
電
源
を
切
り
ま
し

ょ
う
。

み
ん
な
で
節
電
ア
ク
シ
ョ
ン
！

市
役
所
各
施
設
で
は
、
退
庁
時
に
事

務
機
器
の
主
電
源
を
切
る
、
必
要
の
な

い
箇
所
の
照
明
を
消
灯
す
る
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖

化
対
策
と
一
層
の
節
電
・
省
エ
ネ
の
た

め
、
5
月
13
日
か
ら
10
月
末
日
ま
で
を

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
の
期
間
と
し
、
冷
房
設

定
温
度
28
℃
の
徹
底
、服
装
の
軽
装
化
、

待
機
電
力
の
節
減
な
ど
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
事
務
室
内
の
室

温
上
昇
を
抑
え
る
た
め
の
緑
の
カ
ー
テ

ン
の
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
本
年

も
本
庁
舎
や
支
所
な
ど
10
カ
所
以
上
の

施
設
で
「
ゴ
ー
ヤ
」
や
「
ア
サ
ガ
オ
」

の
苗
を
育
て
て
い
ま
す
。
同
時
に
温
度

を
記
録
し
、効
果
の
測
定
も
行
い
ま
す
。

問
穂
高
総
合
支
所
内
生
活
環
境
課

　
（
82･

３
１
３
１
㈹ 

82･

６
６
２
２
）

夏
の
消
費
電
力
の
75
％
を
占
め
る

エ
ア
コ
ン
と
冷
蔵
庫
。

上
手
に
使
っ
て
節
電
を
！

今
年
の
夏
、
西
日
本
の
各
地
域
で
は
深
刻
な
電
力
不
足

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
中
部
電
力
管
内
に
お
い
て
は
、

昨
年
の
夏
ほ
ど
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る
状
況
に
は
な

い
よ
う
で
す
が
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
電
力
不
足
に
対
応

す
る
た
め
、
国
・
県
で
は
今
夏
の
節
電
目
標
を
定
め
、

家
庭
や
企
業
に
取
り
組
み
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
こ
の
夏
の
節
電
に
つ
い
て
、
市
民
、
事
業
者
の

そ
れ
ぞ
れ
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

レ
シ
ー
ト
貼
り
で
節
電
の
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

平
日
の
午
後
１
時
か
ら
４
時
台
の
節
電
に
ご
協
力
を
！

我
が
家
の
冷
蔵
庫
は
省
エ
ネ
性
能

の
高
い
新
型
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
節
電
が
呼
び
掛
け
ら
れ
て

い
る
時
節
柄
、
一
生
懸
命
工
夫
を
始
め

て
み
ま
し
た
。
ま
ず
、
扉
の
開
閉
回
数

と
扉
の
開
い
て
い
る
時
間
を
減
ら
す
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
食
品
の
出

し
入
れ
に
扉
を
開
く
、
こ
の
瞬
間
、
冷

蔵
庫
に
と
っ
て
最
も
冷
気
が
漏
れ
出
る

機
会
と
な
り
ま
す
。
実
際
、
し
ば
ら
く

扉
を
開
い
て
い
た
後
に
電
動
機
が
回
転

し
始
め
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ

夏
の
電
力
需
要
が
最
も
大
き
く
な

る
の
は
、
午
後
１
時
か
ら
４
時

ご
ろ
の
暑
さ
の
厳
し
い
昼
間
の

時
間
帯
で
す
。
こ
の
時
間
帯
に
で
き
る

だ
け
電
気
製
品
の
使
用
を
控
え
た
り
、

涼
し
く
過
ご
す
工
夫
を
し
た
り
す
る
こ

と
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
消
費
電
力
の
大
き
い
エ

ア
コ
ン
の
節
電
方
法
と
し
て
、
設
定
温

度
は
28
度
を
目
安
に
し
、
室
温
の
上
昇

を
抑
え
る
た
め
に
「
す
だ
れ
」
や
「
よ

し
ず
」
な
ど
で
窓
か
ら
の
日
差
し
を
和

節
電

省
エ
ネ

エアコン
58%

冷蔵庫
17%

照明器具 6%

テレビ 5%
その他
14%

出展：資源エネルギー庁推計

夏の日中の
消費電力

（14時頃、全世帯平均）

こまめにスイッチオフ！

※中部電力での過去最大需要発生日実績 出展：中部電力

特に節電
をお願い
したい時
間帯

節電をお
願いした
い時間帯

冷蔵庫の扉にレシートを貼る西垣さん。
消費した品物の部分をマジックで消し
ていきます。
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ご存知ですか？建退共制度就職面接相談会（安曇野会場）を開催終戦当時、引揚者からお預かりした通貨・証券等を返還
この制度は、建設現場で働く人のために「中小企

業退職金共済法」という法律により国が設けた退職
金制度です。事業主は、現場で働く労働者の共済手
帳に働いた日数に応じて掛け金となる共済証紙を貼
り、その労働者が建設業界で働くことをやめたとき
に建退共から退職金を支払うという、いわば業界全
体での退職金制度です。詳しくは下記まで。
問独立行政法人勤労者退職金共済機構建設業退職金
　共済事業本部事業推進室（403･6731･2866）

市とハローワーク松本・大町では、再就職を希望
する皆さんを対象に「就職面接相談会（安曇野会場）」
を開催します。当日は生活・福祉相談会も併せて行
います。参加は無料。事前の予約は不要です。
●日時　７月 26 日（木）13：00 ～ 16：00

　　　（受付 12：30 ～）
●場所　安曇野スイス村サンモリッツ大ホール
問ハローワーク松本企画部門（427･0111）

名古屋税関では太平洋戦争終結後、外地から引き揚げてこられた人
が税関などに預けられた通貨や証券などをお返ししていますが、今なお、
引き取り手がなく保管されたままになっているものが多数あります。返還
請求・お問い合わせは、ご本人はもとよりご家族でも可能です。お心当
たりの人は名古屋税関へお気軽にお問い合わせください。

【返還しているもの】▷上陸地の税関または海運局に預けられた通貨、
証券等▷帰国前に在外公館や日本人自治会等に預けられた通貨・証
券等のうち、その後日本に返還されたもの

問財務省名古屋税関監視部監視通関部門（4052･654･4060）

（
5
）平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で

き
る
人

●
応
募
方
法　

応
募
は
自
薦
と
し
ま

す
。
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
に
備

え
付
け
の
応
募
申
込
書
に
住
所
、
氏

名
、
連
絡
先
、
生
年
月
日
、
職
歴
・
資

格
な
ど
を
記
入
の
上
、
小
論
文
「
安

曇
野
市
に
お
け
る
次
世
代
育
成
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
・
提
言
な
ど
を
８
０

０
字
程
度
（
書
式
は
自
由
）
に
ま
と

め
、
郵
送
・
持
参
・
電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
に
よ
り
、
期
日
ま
で
に
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
電
子
メ
ー
ル
で

応
募
の
場
合
は
左
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

mjidouhoiku@
city.azum

ino.nagano.jp
●
応
募
期
限　

8
月
10
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効

●
選
考
方
法　

委
員
選
考
委
員
会
を
設

置
し
、
提
出
さ
れ
た
応
募
書
類
に
よ

り
選
考
し
ま
す
。
選
考
の
結
果
は
応

募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
委
員
謝
礼　

市
が
規
定
す
る
出
席
謝

礼
を
支
払
い
ま
す
。
交
通
費
は
あ
り

ま
せ
ん
。

●
会
議
の
公
開　

協
議
会
は
公
開
で
行

う
予
定
で
す
。

●
募
集
内
容　
［
写
真
］（
１
）
子
育
て

家
族
の
力（
子
育
て
家
族
の
き
ず
な
、

子
ど
も
と
深
め
る
家
族
の
き
ず
な
）

（
2
）
子
育
て
を
応
援
す
る
地
域
の

力
（
地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
支
援
）

［
手
紙
・
メ
ー
ル
］募
集
区
分
（
１
）
小

学
生
の
部
（
2
）
中
・
高
校
生
の
部

（
3
）
一
般
の
部

　
　

子
育
て
を
家
族
み
ん
な
で
支
え
合

う
こ
と
の
大
切
さ
、
感
謝
な
ど
の
思

い
を
伝
え
る
内
容
の
も
の
。
子
育
て

を
社
会
も
応
援
し
て
い
く
こ
と
の
大

切
さ
を
訴
え
る
内
容
の
も
の
。

●
募
集
期
間　

7
月
1
日
（
日
）

～
9
月
7
日
（
金
）

●
表
彰　

募
集
テ
ー
マ
、
区
分
ご
と
に

最
優
秀
賞
１
点
、優
秀
賞
5
点
以
内
。

い
ず
れ
も
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
少
子
化
対
策
）
表
彰
と
副
賞
。

●
応
募
方
法　

詳
し
く
は
、内
閣
府
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
家
族
の
日
」「
家
族
の

週
間
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
児
童

保
育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

uhttp://www8.cao.go.jp/shoushi/kazoku/index.html

市
で
は
、
次
世
代
を
担
う
す
べ
て
の

子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
、
育
成
さ

れ
る
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
安
曇

野
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
後

期
計
画
・
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
）

を
策
定
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

計
画
の
推
進
に
ご
意
見
を
い
た
だ
く
協

議
会
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
公
募
人
数　

2
人
以
内

●
委
員
の
任
期　

平
成
24
年
9
月
１
日

～
平
成
26
年
8
月
31
日
（
2
年
間
）

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

か
勤
務
す
る
20
歳
以
上
で
次
の
要
件

を
満
た
す
人
。

（
１
）国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会

議
員
で
な
い
人

（
２
）常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方

公
務
員
で
な
い
人

（
３
）市
の
附
属
機
関
な
ど
の
公
募
委
員

と
な
っ
て
い
な
い
人

（
４
）市
税
の
滞
納
が
な
い
人

市
で
は
、
新
規
就
農
者
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
内
容　

三
郷
明
盛
４
１
０
９
番

地
6　

及
木
１
号　

１
棟

●
種
別　

１
階
建
て

●
間
取
り　

3
Ｋ
（
バ
ス
・
ト
イ
レ
付
）

●
家
賃　

月
額
１
万
5
千
円

●
入
居
期
間　

入
居
確
定
日
か
ら
原
則

5
年
間

●
入
居
資
格　

市
内
で
就
農
し
て
5
年

以
内
の
人
、
も
し
く
は
3
年
以
内
に

市
内
で
就
農
す
る
こ
と
が
確
実
な
農

業
研
修
者
で
、
農
業
経
営
に
意
欲
的

か
つ
現
実
的
な
営
農
計
画
を
持
ち
、

農
業
の
担
い
手
と
し
て
市
の
農
業
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
人

●
申
し
込
み　

7
月
9
日
（
月
）
か
ら

20
日
（
金
）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

入
居
希
望
者
は
、
三
郷
総
合
支
所
内

産
業
建
設
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

応
募
多
数
の
場
合
は
、
営
農
計
画
書

等
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

穂
高
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
で
は
、
米
の
消
費
拡
大
の
た
め
ポ
ン

菓
子
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
米
１
升

で
50
×
75
㌢
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
く
ら
い
に

な
り
ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
期
日　

毎
月
第
１
水
曜
日（
１
月
除
く
）

8
月
以
降
の
実
施
日
▽
8
月
１
日
▽
9

月
5
日
▽
10
月
3
日
▽
11
月
7
日
▽
12

月
5
日
▽
2
月
6
日
▽
3
月
6
日

●
時
間　

い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
10
時

●
場
所　

穂
高
総
合
支
所
公
用
車
駐
車

場
内
（
穂
高
高
校
前
倉
庫
）

●
費
用　

加
工
料
５
０
０
円

●
持
ち
物　

米
１
升
（
１
・
５
㌕
）

　

砂
糖
５
０
０
㌘

「
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
協
議
会
」
委
員
の
募
集

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81
・
０
７
２
７ 

81
・
０
７
０
３
）

三
郷
新
規
就
農
者
住
宅

入
居
者
の
募
集

問
三
産
業
建
設
課
地
域
振
興
担
当

（

77
・
３
１
３
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

「
家
族
や
地
域
の
大
切
さ
に
関
す
る

作
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
の
募
集

問
健
児
童
保
育
課
児
童
係

（

81
・
０
７
２
７ 

81
・
０
７
０
３
）

お
い
し
い
・
楽
し
い
・
懐
か
し
い

ポ
ン
菓
子
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

問
穂
産
業
建
設
課
地
域
振
興
担
当

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

し

ら

暮

集

募

の

員

委

7月の納期
●固定資産税 （２期）
●国民健康保険税 （１期）
●後期高齢者医療保険料 （４期）
●介護保険料 （7月分）
●水道料金 （豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料 （穂高･三郷地域）

＝納期限は7月31日（火）＝

宅

住スプレー缶の中身は
必ず使いきって！

「金物類」として出されるごみ
の中には、可燃性のガスが使われ
ているカセットコンロのガスボン
ベや制汗スプレーなどのスプレー
缶があります。これらの缶にガス
が残ったままだと、収集車両の中
で缶が破裂し、火災事故につなが
る恐れがあります。

市内でも 6 月、スプレー缶の破
裂事故が 2 件ありました。大変危
険ですので、ごみとして出す場合
は、必ず中身のガスを使いきって
から出してください。また、缶に
穴を開ける場合は、必ず風通しの
良い屋外で行ってください。
問穂廃棄物対策課
　（482･3131 ㈹ 682･6622）

　市町村振興宝くじ「サマ―ジャン
ボ宝くじ」が全国の宝くじ売り場で
発売されます。収益金は、明るく住
みよいまちづくりに使われます。
●発売期間
　7 月 9 日（月）～ 27 日（金）
●抽選日　8 月 7 日（火）

2000 万サマ―も同時発売！

サマ―ジャンボ宝くじ

危険
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みんなでつくろう安心のまち
暴力団追放運動に活用するポスター・標語を募集

　（公財）長野県暴力追放県民センターでは、暴力団を許さない、暴力団を排除する意識を高めるため、ポス
ター・標語を募集します。
●応募資格等　県内在住の人
●応募期限　9 月 5 日（水）当日消印有効
●応募方法　▷ポスター…B3 版の画用紙１枚につき１作品

▷標語…はがき、封書、電子メール、ファクスいずれの方法でも応募可能です。
詳しくは下記へお問い合わせください。

問長野県暴力追放県民センター　〒 380-8510　長野市大字南長野字幅下 692 番地 2
　（4026･235･2140 6026･233･3741）mboutsui ＠ mx2.avis.ne.jp

祉
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
作

品
搬
入
に
つ
い
て
は
申
し
込
み
さ
れ

た
人
に
あ
ら
た
め
て
通
知
し
ま
す
。

《
夢
・
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
こ
も
ろ
》

●
開
催
期
間　

9
月
29
日
（
土
）
～
30

日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
4
時
45

分
（
30
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

●
場
所　

小
諸
市
総
合
体
育
館

㈶
日
本
遺
族
会
は
「
戦
没
者
遺
児
に

よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、

先
の
大
戦
に
よ
る
戦
没
者
遺
児
を
対
象

と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を

訪
れ
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
厚
生
労
働
省
か
ら
の
補
助
を

受
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
参
加
費　

9
万
円

※
集
合
場
所
ま
で
の
往
復
交
通
費
、
帰

国
時
の
国
内
宿
泊
費
、
渡
航
手
続
き

手
数
料
等
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

●
参
加
資
格　

戦
没
者
の
遺
児

※
今
回
実
施
す
る
地
域
（
実
施
地
域
周

辺
の
公
海
上
で
戦
没
さ
れ
た
方
も
含

む
）
以
外
の
人
の
参
加
は
で
き
ま
せ

ん
。
実
施
地
域
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

［
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
］

　

長
野
県
遺
族
会　
〒
３
８
０
‐
０
９
２
８

　

長
野
市
若
里
1
‐
7

　

０
２
６
・
２
２
８
・
０
３
３
４

［
日
程
等
に
つ
い
て
］

　

㈶
日
本
遺
族
会　
〒
１
０
２
‐
０
０
７
４

　

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
1
‐
6
‐
5

　

０
３
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１

　

０
３
・
３
２
６
１
・
９
１
９
１

市
消
費
者
の
会
穂
高
支
部
で
は
、
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
推
進
の
た
め
、
不
要
と

な
っ
た
子
ど
も
服
を
次
の
と
お
り
収
集

し
ま
す
。
集
ま
っ
た
子
ど
も
服
は
、
わ

ん
ぱ
く
広
場
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

販
売
し
、
そ
の
売
上
金
は
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
、
販
売

可
能
（
汚
れ
の
な
い
も
の
）
な
子
ど
も

服
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
の
日
時
・

場
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
収
集
日
時　

8
月
4
日
（
土
）・
5
日

（
日
）　

両
日
、午
前
9
時
～
正
午
ま
で

●
場
所　

穂
高
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

県
と
県
障
害
者
文
化
芸
術
祭
実
行
委

員
会
で
は
、
障
害
者
の
文
化
芸
術
活
動

の
成
果
を
発
表
し
、
障
害
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
、
と
も
に
出
会
い
と
ふ
れ
あ

い
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て「
夢
・

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
こ
も
ろ
」
を
開
催
し

ま
す
。
開
催
に
伴
い
出
品
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

《
作
品
の
募
集
要
領
》

●
応
募
資
格　

県
内
に
住
所
を
有
し
、

障
害
を
お
持
ち
の
人

●
応
募
内
容　

▽
部
門
…
絵
画
・
手
芸
・

工
芸
・
書
道
・
写
真　

▽
応
募
点
数

…
い
ず
れ
か
の
部
門
で
、
１
人
も
し

く
は
１
グ
ル
ー
プ
１
点　

▽
作
品
の

規
格
…
平
成
23
年
8
月
以
降
に
制
作

し
た
も
の
。
各
部
門
の
規
格
に
つ
い

て
は
、
申
し
込
み
先
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法　

8
月
10
日
（
金
）
ま
で

に
穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
社
会

福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福

限
り
事
前
に
近
隣
住
民
に
知
ら
せ
る

な
ど
、
周
辺
環
境
に
十
分
配
慮
し
て

使
用
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
設
置
時
間　

早
朝
お
よ
び
夜
間
は
、

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
設
置
期
間

を
収
穫
期
に
限
定
す
る
な
ど
必
要
最

少
限
の
使
用
に
留
め
て
く
だ
さ
い
。

［
補
助
制
度
の
ご
利
用
を
］

市
で
は
、
爆
音
器
に
代
わ
る
侵
入
防

止
装
置
や
電
気
牧
柵
な
ど
の
使
用
を
推

進
し
て
い
て
、
購
入
者
に
対
し
補
助
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
広
報
あ
づ
み
の
6

月
6
日
発
行
号
お
知
ら
せ
版
5
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
農
政
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
内
産
業
建
設
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

化
学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
の
低
減

技
術
を
学
ん
で
「
環
境
に
や
さ
し
い
農

作
物
」を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
。講
座

は
7
月
か
ら
11
月
の
間
で
4
回
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
農
業
技

術
指
導
員
が
農
家
を
個
別
に
巡
回
し
、

栽
培
方
法
を
指
導
し
ま
す
。

●
対
象
者　

環
境
に
や
さ
し
い
農
作
物

の
栽
培
に
意
欲
が
あ
り
、
農
作
物
の

出
荷
・
販
売
を
予
定
し
て
い
る
人

●
定
員　

農
家
20
人
程

●
申
し
込
み　

7
月
10
日
（
火
）
ま
で

に
三
郷
総
合
支
所
内
農
政
課
生
産
振

興
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

野
生
鳥
獣
か
ら
農
作
物
へ
の
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
使
用
す
る
爆
音
器
に
つ
い

て
、設
置
者
は
、周
辺
住
民
の
生
活
に
配

慮
し
、次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
設
置
距
離　

住
宅
か
ら
直
線
距
離
に

し
て
２
０
０
㍍
未
満
の
位
置
で
は
使

用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
２
０
０
㍍
以

上
離
れ
た
位
置
で
あ
っ
て
も
、
で
き
る

祉

福あ
な
た
の
作
品
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業

農

市が認定した特定開発事業
　まちづくりの目標像および基本方針に
反しない内容の開発事業として、以下の
事業を認定しました。

事業者 株式会社ライフコメリ
代表取締役社長 高野美博

認定日 平成 24 年 5 月 2 日
事業地 穂高北穂高 2316-1、-9、2327- ７

事業の目的 事務所（燃料（LP ガス）小売り
および展示販売）、倉庫

事業者 イム・ウン
認定日 平成 24 年 5 月 11 日
事業地 堀金烏川 5633-6

事業の目的 住宅兼簡易宿泊施設

事業者 筑波電気株式会社
代表取締役社長 飯泉隆三

認定日 平成 24 年 5 月 11 日
事業地 穂高有明 7503-38、7503-41

事業の目的 井戸の新設

事業者 杉浦茂登
認定日 平成 24 年 5 月 24 日
事業地 穂高有明 7411-18

事業の目的 井戸の新設

事業者 長野ローズ株式会社
代表取締役 望月由人

認定日 平成 24 年５月 30 日
事業地 明科七貴 10202-1

事業の目的 住宅分譲（４区画）
問豊建築住宅課開発調整係

（472･3111 ㈹ 672･3569）

平成 24 年度 自衛官等の募集
防衛省では特別職国家公務員「自衛官等」の受け付けおよび試験を実施します。

試験種目 応募資格 受付期間 試　験　日
自衛官候補生 男子 18 歳以上 27 歳未満 通年受付 受付時にお知らせします。

女子 ８月１日～９月７日 ９月 23 日～ 26 日
一般曹候補生 男女 18 歳以上 27 歳未満 ８月１日～９月７日 １次：９月 17 日　２次：10 月４日～ 11 日

航空学生 男女 高卒（見込含）21 歳未満 ８月１日～９月７日 １次：９月 22 日　２次：10 月 13 日～ 18 日
３次：11 月 10 日～ 12 月 13 日　

看護学生 男女 高卒（見込含）24 歳未満 ９月３日～ 10 月１日 10 月 20 日、11 月 17 日 ･18 日　

陸上自衛官（看護） 男女 看護師免許を有し、保健師・助産師免
許を有する者（見込含）で 36 歳未満の者 ９月３日～ 10 月１日 11 月 17 日

防衛大学
校学生

推薦
男女

高卒（見込含）21 歳未満の、成績優秀
かつ生徒会活動等に顕著な実績を納め、
学校長が推薦できる者 ９月３日～ 10 月１日 ９月 29 日・30 日

総合選抜 高卒（見込含）21 歳未満の者（自衛官
は 23 歳未満）

１次：９月 29 日　２次：10 月 20 日・21 日
一般（前期） ９月３日～ 10 月１日 １次：11 月 10 日・11 日　２次：12 月 11 日～ 15 日

防衛医科大学校学生 男女 高卒（見込含）21 歳未満 ９月３日～ 10 月１日 １次：10 月 27 日・28 日　２次：12 月５日～７日

問自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所広報センター『信濃』（436･2787）

◇
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正
し
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家庭での「おこづかい教育」の秘訣
を学べる講座です。子どもの「お金力」
を高め、賢く生きる力を養います。参
加者同士の楽しい話し合いの場もあり
ます。お父さん、お母さん、未来を担
う子どもたちのために一緒に学んでみ
ませんか。受講は無料です。
日７月 25 日（水）午後の部 13：30 ～

夕涼みの部 17：30 ～　各回とも 1
時間 30 分の予定

場穂高会館会議室
定各 20 人（先着順）
講藤貫英司さん（金融知力普及協会認

定インストラクター）
申７月 10 日（火）から電話またはフ

ァクスで氏名、電話番号、希望時間
をお申し込みください。

市内在住の外国人の皆さんを対象に、
８月から明科公民館において日本語教
室を開催します。参加は無料です。小
学校３～４年生程度の日本語理解度を
目指します。また、教室の運営にご協
力いただけるボランティアを合わせて
募集します。
期８月５日（日）～平成 25 年３月 31

日（日）毎週日曜日 13:00 ～ 15:00
場明科公民館
対【教室参加希望者】市内在住外国人

【ボランティア】日本語の指導やサポー
トを行っていただきます。日本人、
外国人を問いません。（資格不要）

申７月 20 日（金）までに、社会教育
課社会教育係まで電話でお申し込み
ください。

古墳発掘調査見学会
穂高・堀金地区の北アルプス山麓に

は古代に造られた古墳が多数確認され
ています。このうち、国営アルプスあ
づみの公園内に残されている「F9 号墳」
では、８月に國學院大學による学術調
査が行われます。博物館では、この発
掘調査に合わせて「古墳発掘調査見学
会」を開催します。博物館での事前学
習会と、発掘現場見学の２日にわたり
安曇野の古代史についてより深く理解
し、楽しむ機会としてみませんか。
日７月 21 日（土）13：30 ～ 15：00

穂高古墳群学習会（博物館での座学）
日８月 11 日（土）9：00 ～ 15：00

古墳発掘調査見学会（発掘調査現場
などの見学）

講百瀬新治 豊科郷土博物館長
定 20 人（先着順）
費学習会：100 円、見学会：50 円（保

険料など）および、国営アルプスあづ
みの公園への入場料が別途必要です。

申７月８日（日）～ 20 日（金）の間に、
郷土博物館まで電話でお申し込みく
ださい。（受付時間 9：00 ～ 17：00）

「昔の暮らしを体験しよう！」
かつて安曇野には、土間や囲炉裏、

かまどのある民家が数多くありました。
現在ほとんど見られなくなりましたが、
自然のものを生活の中で循環させる知
恵には、今なお学ぶべきところが多く
あります。この講座では、国重要文化
財に指定されている「曽根原家住宅」で、
実際に囲炉裏に火を起こし、囲炉裏端
で太平洋戦争のころの子どもの暮らし
についてお話を聞きます。他にも大麦
を使った虫かごを作ります。囲炉裏を
囲んで昭和の子どもの暮らしを体験し
てみませんか。小中学生を対象としま
すが、親子や大人の参加も大歓迎です。
日７月 28 日（土）9：00 ～ 15：00
場豊科郷土博物館と曽根原家住宅
※集合および解散は郷土博物館前
（バスで移動）

講矢口健
たけ

陽
ひ

児
こ

さん
対小学３年生以上（幼児の場合は保護

者同伴）
定 20 人（先着順）
費大人 450 円、子ども 200 円（保険

料など）
申７月８日（日）～ 26 日（木）の間に、

豊科郷土博物館窓口へ参加費を添え
てお申し込みください。（受付時間 9：
00 ～ 17：00）

写真家であり、「水生生物ハンドブッ
ク」などの著者である刈田敏三氏を講
師にお招きし、採集をとおして水生生
物について学びます。参加は無料。
日８月５日（日）9:30 ～ 12:00
場長野県烏川渓谷緑地環境管理事務所
定 30 人　※小学生以下は保護者同伴
申７月８日（日）から受け付けを開始

します（8:30 ～）。電話かファクスま
たは電子メールでお申し込みください。

mkarasu@anc-tv.ne.jp

夏休み子ども美術講座
　粘土に親しむテラコッタ作り
日８月２日（木）、３日（金）、４日（土）

9：00 ～ 12：00
場研成ホール研修室
対２日：３歳児～小学２年生、３日：

小３～小６、４日：中学生以上～一般
費 500 円　定各日とも 30 人
講県内美術講師
申碌山美術館（482・2094）まで

美術制作講座「彫塑制作Ⅰ」
　全身像または胸像の制作をします。
日８月５日（日）～ 13 日（月）

9:00 ～ 17:00
※８日は休み。モデルは 10 日まで。

11 日～ 13 日で石膏取りを行う
場研成ホール研修室　講柳沢　廣さん
費 7,000 円（モデル代含む）材料費別途
定 10 人
申碌山美術館（482・2094）まで

豊科郷土博物館講座
問豊科郷土博物館
4672･5672

研成ホールの催し
問研成ホール
4682・0769

第 53 回からすの学校
水生生物観察会

問長野県烏川渓谷緑地環境管理事務所
4673･0203

「おこづかい」が子どもの人生を変える
おこづかい教育講座

問社会教育課穂高生涯学習係
482・5970 682・3990

日本語教室
参加者とボランティアの募集

問明社会教育課社会教育係
462・4565 662・3525

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順） 資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
問問い合せ

催し

髙橋節郎は現代的な独自の漆芸術を
創出した功績を称えられ、小山敬三（小
諸市出身）は日本の洋画を飛躍的に向
上させたとして、互いに文化勲章を受
章しました。本展では、県内出身で日
本の芸術の発展に大きな役割を果たし
た 2 人の美術家の作品を紹介します。
期７月 14 日（土）～ 8 月 26 日（日）
　9：00 ～ 17：00
休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）
※７月 13 日（金）は展示替えのため
　臨時休館
費一般 600 円（500 円）、高校・大学

生 400 円（300 円）、中学生以下・
70 歳以上は無料（　）内は 20 人以
上の団体料金

企画展記念講演会
企画展「小山敬三と髙橋節郎」の開

催に合わせ、元長野県信濃美術館学芸
員の星野良史さんを講師に迎え、「小山
敬三とその作品」と題し、講演していただ
きます。参加無料で申し込みは不要です。
日７月 29 日（日）14:00 ～ 16:00（予定）
場安曇野髙橋節郎記念美術館主屋

「傷心の女王たち」「金緑の真珠」「慈
愛の扇風機」…。これらはすべて田淵行
男の生態写真のタイトルです。想像力を
かきたてるような詩情豊かなタイトルから
は、昆虫や植物と親しみ、生活を共にし、
その姿に一喜一憂する田淵の温かな視線
を感じます。本展では田淵の代表的な生
態写真作品を中心に紹介します。
期７月11日（水）～ 10 月 21日（日）
場田淵行男記念館　
休館日：毎週月曜日（ただし祝日の場合

は開館）、７月10 日、17 日、９月18
日、10 月 9 日

費高校生以上 300 円

安曇野に広がる水田や、その境を区切
るあぜ道は、多くの生物を育み、私たち
の暮らしにもさまざまな形でかかわってきまし
た。本展覧会では、過去約 60 年間に市
内で撮影された水田の写真を展示し、水田
にすむ生き物や、あぜ道の植物と人々の生
活とのかかわりを紹介します。昔懐かしい
写真を眺めながら、水田やあぜ道の多様
な表情を観察してみませんか。
期７月14 日（土）～８月 26 日（日）

７月14 日（土）10：00 から展示説明
場豊科郷土博物館展示室
休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）
費大人 300（240）円（　）内は 20 人

以上の団体料金　小・中学生・市内
在住の 75 歳以上は無料

トウモロコシの皮を使って制作した
人形・レリーフ・オブジェなど、教室
の指導者と生徒の作品を多数展示しま
す。捨てるはずのトウモロコシの皮か
ら作られた夢のある楽しい作品をご覧
ください。
期８月１日（水）～ 31 日（金）
　9：00 ～ 17：00
※最終日は 16：00 まで
休館日：月曜日（祝日の場合は翌日）
場貞享義民記念館企画展示室
費無料（常設展は有料）

もろこしアート・ワークショップ
《体験講座》

トウモロコシの皮を使って人形・レ
リーフ・オブジェなどを作ってみませ
んか。
期：内▷８月 11 日（土）お掃除をす

る人形　▷８月 12 日（日）一輪挿
し用のバラの花　▷８月 18 日（土）
魔女
各回とも 10：00 ～ 12：00

場貞享義民記念館ロビー
費各回 1,500 円
申教室展の開催時か各回の 1 週間前ま

でに、講師の金井静代さん（482・
8418）まで電話でお申し込みください。

田淵行男記念館企画展
詩人の感性をもった写真家

田淵行男～生態写真名作30選～
問田淵行男記念館
472・9964 688・2010

豊科郷土博物館夏季特別展
写真が語る私たちの暮らし

～あぜ道の風景をとおして～
問豊科郷土博物館
4672・5672

貞享義民記念館
もろこしアートＳｈｉｚｕ教室展

問貞享義民記念館
477・7550 677・7551

開館 10 年記念

小山敬三と髙橋節郎
文化勲章受章二人展

問安曇野髙橋節郎記念美術館
481・3030 682・0551

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

講座

小山敬三「紅浅間」茅ヶ崎市美術館蔵

畦と子ども

田淵行男撮影《静かな生～ヒメギフチョウ
の蛹～》1955 年前後
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健康づくり推進員会では、城西病院
‘Ｓ’ウエルネスクラブ松本の中野豪さ
んを講師にお迎えし、生活習慣病予防
のための運動について、講演と実技を
行います。参加料は無料。当日はタオ
ルを持参の上、動きやすい服装でお出
掛けください。
日７月７日（土）10：00 ～ 11：30
場穂高健康支援センター

「箏と語りで伝える 金子みすゞの心」
と題して、箏演奏家の横山裕子さんを
お招きし、三郷地域の学社連携による
人権教育の講演会を開催します。金子
みすゞの詩は、“ちいさいもの　よわい
もの”への優しい眼差しにあふれてい
ます。その言葉と箏の音色が織りなす

「みすゞの世界」を
お楽しみください。
日８月７日（火）

14：00 ～ 15：30
※受付 13：30 ～

場三郷公民館講堂

高齢者に適したスポーツを通して、
生きがい・健康づくりや社会参加を促
進するとともに、明るく活力ある長寿社
会づくりを推進するために開催される「ね
んりんピック」への参加者を募集します。
日９月 29 日（土）
場大町市総合運動公園
資県内にお住まいの 60 歳以上の人（昭

和 28 年４月１日以前生まれ）
費１人 500 円（資料・保険料など）
※昼食は各自で用意してください。
競技種目　▷ダンススポーツ▷グラウ

ンドゴルフ▷ゲートボール▷ソフト
テニス▷ソフトバレーボール▷ペタ
ンク▷マレットゴルフ▷ウォークラ
リー▷弓道▷テニス（10 種目）

申７月 31 日（火）までに、高齢者介
護課窓口に備え付けの競技要領兼参
加申込書に必要事項を記入し、長野
県長寿社会開発センターまでお申し
込みください。

※申し込み期限内でも定員を超えた場
合はお断りすることがあります。

※競技種目によって参加条件の規定が
あります。

放送大学では、本年度第２学期（10
月入学）の学生を募集しています。テ
レビ放送などを利用し授業を行う通信
制の放送大学では、「働きながら学び大
学を卒業したい」「教養を深めたい」「仕
事に生かしたい」など、さまざまな目
的で幅広い世代、職業の人が生涯学習
の場として学んでいます。詳しい資料
は無料。お気軽にご連絡ください。放
送大学のホームページでも受け付けて
います。
●募集する学生の種類
▷教養学部　科目履修生（６カ月在学

し、希望する科目を履修）、選科履修
生（１年間在学し、希望する科目を
履修）、全科履修生（４年以上在学し、
卒業を目指します）

▷大学院　修士科目生（６カ月在学し、
希望する科目を履修）、修士選科生（１
年間在学し、希望する科目を履修）

●出願期限　8 月 31 日（金）まで
※インターネットでの出願は６月１日
（金）から受け付け開始

●お問い合わせ・資料の請求先
〒 392 － 0004
放送大学長野学習センター
40266･58･2332（月 ･ 祝日休み）
放送大学ホームページ
uhttp：//www.ouj.ac.jp

2012 信州ねんりんピック
スポーツ交流大会参加者の募集
問（公財）長野県長寿社会開発センター
4026･226･3741 または
健高齢者介護課高齢者福祉係
481･0731 681・0703

放送大学10月入学生の募集
問明社会教育課社会教育係
462・4565 662・3525

健康づくり講演会
生活習慣病と運動

問健健康推進課健康推進係
481・0726 681・0703

人権教育「箏
こと

と語り」の講演会
問三郷公民館　477・2109

記号説明　日日時　期期間　時時間
場場所　　内内容　対対象　費費用
定定員（先着順） 資資格　持持ち物
講講師　申申し込み　E電子メール
Uホームページ　提提出先　限期限
問問い合せ

体験

親子でひんやり冷たい粘土をこねて、
ちぎって、楽しく陶芸体験をしません
か。穂高陶芸会館では、中学生以下の
子どもとその保護者を対象とした夏休
み親子陶芸教室を開催します。夏休み
の自由研究や宿題にもお勧めです。
日７月 28 日（土）9：00 ～（２～３時

間程度）
場穂高陶芸会館
定 40 人（先着順）
費大人 1,000 円、子ども 800 円（粘

土 500㌘と指導料含む）
申穂高陶芸会館へ電話かファクスでお

申し込みください。（毎週月曜日休館）
定員に達するまで随時受け付けます。

明科公民館主催の青少年自然体験講
座明科みっけ隊では、「長峰山たんけん」
の参加者を募集します。豊かなみどり、
さわやかな風、自然豊かで安曇平が一
望できる長峰山で、昆虫採集をしたり
松本盆地の生い立ちについて学んだり
します。また、長峰山が大昔海の底に
あった証拠である化石の採集もします。
昼食は「天平の森」で、「ホットドック」
と「やきそば」の楽しい野外クッキン
グです。
日８月２日（木）8：30 ～ 15：30
場長峰山山頂（明科公民館集合・解散）
費一人 1000 円（食材費、施設利用料）
対市内小学生および同伴希望の保護者
（但し、１年生は必ず保護者同伴でお
申し込みください）

定 20 人（先着順）
申７月 19 日（木）～ 20 日（金）の間

に、明科公民館へ電話でお申し込み
ください。（8：30 ～ 17：15）

普段から、膝や腰に負担をかけずに
歩けていますか？ウォーキングの技術
を高める「スキルウォーキング」で理
想的な歩き方を身につけましょう。3
回続けて参加してください。
日：場

【第１回】７月22日（日）9：00～12：00
集合：堀金総合体育館

【第２回】８月26日（日）9：00～12：00
　集合：堀金総合体育館

【第３回】９月 16 日（日）
※バスでウオーキングコースへ出掛け
　ます。
※時間・場所は、後日お知らせします。
対大人（定員 100 人）
費【第１・２回】各 300 円（保険料込）
　　（スポネット常念会員は 100 円）
　【第３回】500 円
講原 義美さん（日本スキルウォーク協

会会長）
持運動のできる服装、タオル、運動靴（上

履き、外履き）水分補給飲料
申１回目は７月 18 日（水）までに、

２回目および３回目は８月22日（水）
までに堀金総合体育館窓口で所定の
申込用紙に記入のうえ、参加料を添
えてお申し込みください。

安曇野百選プロジェクトでは、豊科
商店街で行われる「土曜市」に合わせ、
第 7 回安曇野百選ウォークラリーを開
催します。コース図に従って体験・ク
イズを楽しみながら商店街を散策しま
す。普段見慣れた町の魅力を再発見し
てみませんか。
日７月 21 日（土）18：00 受付開始
場豊科まちづくり会館受付
定先着 200 人（小学生以下は保護者の

同伴が必要）
費 100 円

市消費者の会では、環境保全活動の
一環として廃食用油から石けんを手作
りしています。皆さんも環境にやさし
い石けんを作ってみませんか。男性の
皆さんの参加も大歓迎です。
日７月 21 日（土）9：00 ～
場豊科まちづくり会館
定８人（先着順）
持マスク、帽子（手拭い）※汚れても

よい服装でお出掛けください。
申電話でお申し込みください。

《廃食用油の回収にご協力を》

市では、家庭で不要となった廃食用
油をリサイクルしています。天ぷらか
すなどを取り除き、密閉のできる容器

（油の入っていたボトルなど）に入れ、
各総合支所地域支援課地域担当までお
持ちください。

明科みっけ隊
長峰山たんけん

問明科公民館
462・4605 662・5894

スポネット常念
ウォーキング教室

問堀金総合体育館内スポネット常念事務局
4672・6340

第 7 回 安曇野百選
ウォークラリーin土曜市

問穂安曇野ブランド推進室
482・3131 ㈹ 682・6622

手作り石けんづくり
参加者の募集

問穂廃棄物対策課
482・3131 ㈹ 682・6622

夏休み親子陶芸教室
問穂高陶芸会館
4682・6750

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

Information Box

講演 募集

名称 内容 日時・場所 定員・費用 申し込み・問い合わせ

安曇野に寄せる心の詩
作詞入門講座
（全２回）

早春賦愛唱会による「安曇
野に寄せる心の詩　作詞
入門講座（全２回）」です。
講師に作詞・作曲家の古原
さよ子さんを講師に迎え、
作詞のコツを学びます。

日：７月 14 日（土）・28 日（土）
14：00 ～ 16：00

場：市民活動センター「くるりん
広場」

定：なし
料：無料

申：問：市民活動センター
　（482・1922）

安曇養護学校高等部
作業学習製品の販売会

生徒たちが心を込めて作っ
た、パウンドケーキやクッ
キーなどのお菓子や、陶芸
品や木工品、レザー製品、
縫製品、ハーブ製品などの
販売会です。

日：７月 13 日（金）・14 日（土）
場：▷ほ り が ね 物 産 セ ン タ ー

9：00 ～ 14：00 ▷コープなが
の 安 曇 野 豊 科 店　10：00 ～
17：00 ▷てる坊市場ハーブセ
ンター　10：00 ～ 14：00

―

問：長野県安曇養護学校高
等部　赤澤さん

（40261･62･4920
60261･61･1019）

安曇養護学校あづみ野分教室
染め体験講座
藍の生葉でバンダナを
染めよう！

夏は藍（あい）の葉が育つシー
ズンです。藍の生葉染めがで
きるこの時期に、生徒たちと一
緒に生葉染めにチャレンジし
てみませんか。

日：７月 27 日（金）、28 日（土）
いずれも 10：00 ～ 12：00

場：安曇養護学校高等部あづみ
野分教室（南安曇農業高校内）

対象者　
27日（金）：小学生（保
護者同伴）、中学生
28日（土）：一般
定：各16人（先着順）
費：500円

申：７月 20日（金）までに電話
でお申し込みください。申し込
み者に詳しい要領などをファク
スまたは郵送でお送りします。
問：安曇養護学校高等部あづ
み野分教室（471･2190）

後 援 な ど 日＝日時　場＝場所　定＝定員　料＝料金　申＝申し込み　問＝問い合わせ

好きなものを粘土で形にしてみましょう。
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交通
安全

信濃路は ゆとりの笑顔と ゆずりあい
７月19日（木）～25日（水）の間、夏の交通安全やまびこ運動が行われます。

運動の重点
○高齢者の交通事故防止

1 月から 6 月までの間、県内の交通事故による死者のうち約 5 割が高齢者です。高齢歩行者の多くは自宅近くで
交通事故に遭っています。また、高齢ドライバーによる事故も増えています。次の点に注意し、事故に巻き込まれ
ない、事故を起こさないようにしましょう。

【歩行者の皆さんへ】

【高齢ドライバーの皆さんへお願い】

道路の横断は信号機や横断
歩道を利用し、特に左から
近づく車に注意して渡りま
しょう。

運転者の皆さんは、歩行者
を見かけたら「思いやり」
の心を持って運転しまし
ょう。

交差点では、徐行や一時
停止と十分な安全確認を
しましょう。

信号機や一時停止の標識の
見落としに注意しましょう。

通り慣れた道路でも、安全
をしっかり確認して渡りま
しょう。

夕方や夜間の外出には反射
材を活用し、運転者から発
見されやすいように配慮し
ましょう！

○自転車の安全利用の推進
○全ての座席のシートベルトとチャイ
ルドシートの正しい着用の徹底
○飲酒運転の根絶

― 街頭指導 ―

７月 19 日（木）は県下一斉街頭活動日です。
市でも期間中、主要な交差点などで街頭指導
を行います。交通安全を心掛けましょう。

問市交通安全推進協議会（穂生活環境課交通防犯係内）（482･3131 ㈹ 682･6622）


